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SABTEC高強度せん断補強筋「BUILD.一貫Ⅴ」組込プログラム解説書 

 

1. 評定番号・認定番号 

SABTEC高強度せん断補強筋設計指針による高強度せん断補強筋は、以下の製品が対象となります。 

商品名 会社名 評定番号 大臣認定番号 

スーパーフープ785 岸和田製鋼株式会社・ 

岸和田金属株式会社 

SABTEC 評価 15-02R2 MSRB-0061 

スーパーフープ685 岸和田製鋼株式会社・ 

岸和田金属株式会社 

SABTEC 評価 15-02R2 MSRB-0087 

OT685フープ 大谷製鉄株式会社 SABTEC 評価 17-08R1 MSRB-0073 

パワーリング685 東京鉄鋼株式会社 

拓南製鐵株式会社 

SABTEC 評価 15-03R1 MSRB-0094 

MSRB-0111 

Ｊフープ785 JFE条鋼株式会社 SABTEC 評価 15-01 MSRB-0096 

キョウエイリング685 共英製鋼株式会社 SABTEC評価 20-01 MSRB-0123 

 

2. 設計指針 

各製品の設計指針は以下になります。 

高強度せん断補強筋 設計指針 会社名 

スーパーフープ785 「スーパーフープ685、スーパーフープ785設計施工

指針」(2021年) 

「－785N/mm2級せん断補強筋－スーパーフープ(Ｋ

Ｈ785)設計指針」（平成25年8月8日） 

岸和田製鋼株式会社 

岸和田金属株式会社 

スーパーフープ685 「スーパーフープ685、スーパーフープ785設計施工

指針」(2021年) 

「スーパーフープ685設計施工指針」（平成27年9月25

日） 

岸和田製鋼株式会社 

岸和田金属株式会社 

OT685フープ 「ＯＴ685フープ設計施工指針」（2021年） 

「ＯＴ685フープ設計施工指針」（平成25年1月22日） 

大谷製鉄株式会社 

パワーリング685 「パワーリング685設計施工指針」（平成28年1月29

日） 

東京鉄鋼株式会社 

拓南製鐵株式会社 

J フープ785 「Jフープ785設計施工指針」（平成27年9月25日） JFE条鋼株式会社 

キョウエイリング685 「キョウエイリング685設計施工指針」（令和3年1月

22日） 

共英製鋼株式会社 

 

  



SABTEC高強度せん断補強筋「BUILD.一貫Ⅴ」組込プログラム解説書 

2022/01/31 (株)構造ソフト 

 2 / 41 

 

 

3. 許容応力度設計 

(1) 長期荷重に対する検討 

1) 長期設計せん断力 

 長期設計せん断力 Qdは『BUILD.一貫Ⅴユーザーズマニュアル Vol.1』の「3.4.1 (2)断面計算用の

応力」を参照して下さい。 

2) 長期許容せん断耐力 

a) 梁 

 ( ) 0.0020.5 −+= wtwsA pffjbQ   

ただし、

1

4

+


=

dQ

M
 かつ1≦α≦2 

 ここで、 AQ ： 長期許容せん断力(N)（出力時は kN） 

 b ： 梁の幅(mm)（入力） 

Ｔ形梁の場合はウェブの幅（右図参照） 

 j ： 梁の応力中心距離(mm) 

  dj
8

7
=  

 d ： 梁の有効せい(mm) 

 wp ： あばら筋比 

xb

a
p w

w


=  

wp が0.006を超える場合は、0.006として計算します。 

 wa ： １組のあばら筋の断面積(mm2) 

 x ： あばら筋間隔(mm)（入力） 

 sf ： コンクリートの長期許容せん断応力度(N/mm2) 

 tw f ： あばら筋のせん断補強用長期許容引張応力度(195N/mm2) 

  ： 梁のせん断スパン比 ( )dQM  による割増係数 

 M 、Q ： 『BUILD.一貫Ⅴユーザーズマニュアル Vol.1』の「3.4.3 (1) 2) c) ①長期許

容せん断耐力」の表3.4-21を参照して下さい。 

 

b) 柱 

 sA fjbQ = α  

ただし、α＝

1

4

+


=

dQ

M
 かつ1≦α≦1.5 

  

 

b 
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 ここで、 AQ ： 長期許容せん断力(N)（出力時は kN） 

 b ： 柱の幅(mm) 

 j ： 柱の応力中心距離(mm) 

  dj
8

7
=  

 d： 柱の有効せい 

 sf ： コンクリートの長期許容せん断応力度(N/mm2) 

  ： 柱のせん断スパン比 ( )dQM  による割増係数 

 M： 曲げモーメント 

 Q： せん断力 

 

(2) 短期荷重に対する検討 

 SABTEC 高強度せん断補強筋設計指針による OT685フープ、スーパーフープ785、スーパーフープ685、J

フープ785、パワーリング685、キョウエイリング685の場合、計算ルート１，２－１，２－２では「地震時

安全性の検討」を行います。計算ルート３では許容応力度計算データの[ＨＳＳＢ]で「地震時安全性の検

討」と「損傷制御のための検討」のどちらかの検討とするか、あるいは両方の検討とする指定ができます。 

 

1) 短期設計せん断力 

a) 地震時 

① 損傷制御用の設計せん断力 

 梁、柱 

ELd QQQ +=2  

QL ：長期荷重時せん断力 

QE ：地震荷重時せん断力 

 

② 地震時安全性用の設計せん断力 

 梁 

地震時安全性用の短期設計せん断力は、Qd1とします。ただし、許容応力度計算データの

[ＤＥＳ５]で Qd2の割増率 n を1.5以上としている場合は、Qd3（Qd1と Qd2の小さい方）

とします。 

ⅰ) d LQ Q M
u o

= + 1  

ⅱ) ELd QnQQ +=2  

ⅲ) ),min( 213 ddd QQQ =  

∑Mu ：大梁両端の降伏曲げモーメント（『BUILD.一貫Ⅴユーザーズマニュアル

Vol.1』の「3.4.3 (1) 2) b) ③安全性確保のための短期設計せん断力（地

震時）」を参照して下さい）  
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o ：ソデ壁の存在を考慮した梁の内法長さ 

QL ：長期荷重時せん断力 

n ：割増率（許容応力度計算データの[ＤＥＳ５]で変更することが可能ですが、

大臣認定互換モードにおいて、デフォルト値より小さい値を指定した場合

はエラーメッセージを出力して計算を中止します。） 

QE ：地震荷重時せん断力 

 柱 

地震時安全性用の短期設計用せん断力は、Qd1とします。ただし、許容応力度計算データ

の[ＤＥＳ５]で Qd2の割増率 n を1.5以上としている場合は、Qd3（Qd1と Qd2の小さい方）

とします。 

ⅰ) oud hMQ /Σ1 =  

ⅱ) ELd QnQQ +=2  

ⅲ) ),min( 213 ddd QQQ =  

∑Mu ：柱両端の降伏曲げ耐力（『BUILD.一貫Ⅴユーザーズマニュアル Vol.1』の

「3.4.3 (2) 2) b) ③安全性確保のための短期設計せん断力（地震時）」を

参照して下さい） 

ho ：コシ・タレ壁の存在を考慮した柱の内法長さ 

QL ：長期荷重時せん断力（ここでは０とします） 

n ：割増率 

QE ：地震荷重時せん断力 

 

b) 暴風時、積雪時 

 暴風時、積雪時の短期設計せん断力 Qd は荷重状態におけるせん断力をそのまま採用します。

割増係数の取り扱い等、詳細は『BUILD.一貫Ⅴユーザーズマニュアル Vol.1』の「3.4.1 (2)断

面計算用の応力」を参照して下さい。 

暴風時 Qd＝QL＋Qw 

積雪時 Qd＝QL＋Qs 

Qd ：設計せん断力 

QL ：長期せん断力 

Qw ：暴風時せん断力 

Qs ：積雪時せん断力 
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2) 短期許容せん断耐力 

a) 損傷制御用の短期許容せん断耐力 

① 梁 

 ( ) 0.0010.5αβ −+= wtwscAS pffjbQ  

cβ：SABTEC 高強度せん断補強筋設計指針に示されている wp を考慮した式により計

算するか、 cβ ＝2/3とするかの選択が可能です（許容応力度計算データの［Ｈ

ＳＳＢ］で指定します）。 

wp を考慮した式を選択した場合は下式によります。 

 ( ) 30.21001β −−= wc p  

ただし、梁内法スパン長比（Lo/D）が3未満の場合は cβ ＝2/3とします。 

 

1

4
α

+


=

dQ

M
かつ1≦α≦2 

 ここで、 ASQ ： 損傷制御用の短期許容せん断力(N)（出力時は kN） 

 b ： 梁の幅(mm)（入力） 

  Ｔ形梁の場合はウェブの幅（右図参照） 

 j ： 梁の応力中心距離(mm) 

  dj
8

7
=  

 d ： 梁の有効せい(mm) 

 wp ： あばら筋比 

  
xb

a
p w

w


=  

  ただし、OT685フープ、スーパーフープ685、パワーリング685、キョウ

エイリング685においては、 

   ( ) ( )271.2 cw F%p  、かつ、 1.2%0.2%  wp  

  スーパーフープ785、J フープ785においては、 

   ( ) ( )271.0 cw F%p  、かつ、 1.2%0.2%  wp  

 wa ： １組のあばら筋の断面積(mm2) 

 x ： あばら筋間隔(mm)（入力） 

 sf ： コンクリートの短期許容せん断応力度(N/mm2) 

 tw f ： あばら筋のせん断補強用短期許容引張応力度(590N/mm2) 

 oL ： 梁の内法スパン(mm) 

 D ： 梁のせい(mm) 

 α： 梁のせん断スパン比 ( )dQM  による割増係数 

 M 、Q ： 『BUILD.一貫Ⅴユーザーズマニュアル Vol.1』の「3.4.3 (1) 2) c) ②

損傷制御のための許容せん断耐力」の表3.4-22を参照して下さい。  

 

b 
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② 柱 

 ( ) 0.0010.5β −+= wtwscoAS pffjbQ  

coβ ：SABTEC 高強度せん断補強筋設計指針に示されている wp を考慮した式により

計算するか、 coβ ＝2/3αとするかを選択することができます（許容応力度計

算データの［ＨＳＳＢ］で指定します）。 

wp を考慮した式を選択した場合は下式によります。 

 ( )  ( )0.2100α3211β −−−= wco p  

ただし、柱内法高さ比（ho/D）が2.5未満の場合は coβ ＝2/3αとします。 

 

1

4

+


=

dQ

M
 かつ1≦α≦1.5 

 ここで、 ASQ  ：損傷制御用の短期許容せん断力(N)（出力時は kN） 

 b ： 柱の幅(mm) 

 j ： 柱の応力中心距離(mm) 

  dj
8

7
=  

 d： 柱の有効せい 

 wp ： 帯筋比 

  
xb

a
p w

w


=  

  ただし、OT685フープ、スーパーフープ685、パワーリング685、キョウ

エイリング685においては、 

   ( ) ( )271.2 cw F%p  、かつ、 1.2%0.2%  wp  

  スーパーフープ785、J フープ785においては、 

   ( ) ( )271.0 cw F%p  、かつ、 1.2%0.2%  wp  

 wa ： １組の帯筋の断面積(mm2) 

 x ： 帯筋間隔(mm)（入力） 

 sf ： コンクリートの短期許容せん断応力度(N/mm2) 

 tw f ： 帯筋のせん断補強用短期許容引張応力度(590N/mm2) 

 oH ： 柱の内法スパン(mm) 

 D ： 柱のせい(mm) 

  ： 柱のせん断スパン比 ( )dQM  による割増係数 

 M： 曲げモーメント 

 Q： せん断力 
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b) 地震時安全性用の短期許容せん断耐力 

① 梁 

 ( ) 0.0010.5α −+= wtwscA pffjbQ   

1=c  

1

4

+


=

dQ

M
 かつ1≦α≦2 

 ここで、 AQ ： 地震時安全性用の短期許容せん断力(N)（出力時は kN） 

 b ： 梁の幅(mm)（入力） 

  Ｔ形梁の場合はウェブの幅（右図参照） 

 j ： 梁の応力中心距離(mm) 

  dj
8

7
=  

 d ： 梁の有効せい(mm) 

 wp ： あばら筋比 

  
xb

a
p w

w


=  

  ただし、OT685フープ、スーパーフープ685、パワーリング685、キョウ

エイリング685においては、 

   ( ) ( )271.2 cw F%p  、かつ、 1.2%0.2%  wp  

  スーパーフープ785、J フープ785においては、 

   ( ) ( )271.0 cw F%p  、かつ、 1.2%0.2%  wp  

 wa ： １組のあばら筋の断面積(mm2) 

 x ： あばら筋間隔(mm)（入力） 

 sf ： コンクリートの短期許容せん断応力度(N/mm2) 

 tw f ： あばら筋のせん断補強用短期許容引張応力度(590N/mm2) 

  ： 梁のせん断スパン比 ( )dQM  による割増係数 

 M 、Q ： 『BUILD.一貫Ⅴユーザーズマニュアル Vol.1』の「3.4.3 (1) 2) c) ③

安全性確保のための許容せん断耐力」の表3.4-22を参照して下さい。 

  

 

b 
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② 柱 

 ( ) 0.0010.5 −+= wtwscoA pffjbQ   

1=co  

 ここで、 AQ ： 地震時安全性用の短期許容せん断力(N)（出力時は kN） 

 b ： 柱の幅(mm) 

 j ： 柱の応力中心距離(mm) 

  dj
8

7
=  

 d： 柱の有効せい 

 wp ： 帯筋比 

  
xb

a
p w

w


=  

  ただし、OT685フープ、スーパーフープ685、パワーリング685、キョウ

エイリング685においては、 

   ( ) ( )271.2 cw F%p  、かつ、 1.2%0.2%  wp  

  スーパーフープ785、J フープ785においては、 

   ( ) ( )271.0 cw F%p  、かつ、 1.2%0.2%  wp  

 wa ： １組の帯筋の断面積(mm2) 

 x ： 帯筋間隔(mm)（入力） 

 sf ： コンクリートの短期許容せん断応力度(N/mm2) 

 tw f ： 帯筋のせん断補強用短期許容引張応力度(590N/mm2) 

  ： 柱のせん断スパン比 ( )dQM  による割増係数 

 M： 曲げモーメント 

 Q： せん断力 
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4. 終局強度設計 

4.1. 部材種別 

 ＲＣ造の梁 

 表 4.4－3により部材種別（ＦＡ～ＦＤ）を決定します。 

表 4.4－3 ＲＣ造 梁の部材種別 

種別 ＦＡ ＦＢ ＦＣ ＦＤ 

条件 せん断破壊を生じない 左 

記 

以 

外 

τu /Fc の上限 0.15 0.20 － 

τu ：平均せん断応力度（N/mm2） 

Fc ：コンクリートの材料強度（N/mm2） 

平19国交告第596号第四第一号 

 ＲＣ梁の平均せん断応力度は下式のいずれかで計算します。 

( )jb/Qu =τ  ：長方形梁 

( )Db/Qu =τ  ：コシ壁、タレ壁付き梁 

τu ：平均せん断応力度（N/mm2） 

Q ：Ds算定時想定崩壊メカニズムの梁のせん断力（N） 

b ：梁幅（mm） 

j ：応力中心間距離で
 8 

 7 
dとする（mm） 

d ：梁の有効せい（mm） 

D ：梁せい（mm） 

 

  



SABTEC高強度せん断補強筋「BUILD.一貫Ⅴ」組込プログラム解説書 

2022/01/31 (株)構造ソフト 

 10 / 41 

 

 

 ＲＣ造の柱 

 表 4.4－6により部材種別（ＦＡ～ＦＤ）を決定します。 

表 4.4－6 ＲＣ造 柱の部材種別 

柱の種別 ＦＡ ＦＢ ＦＣ ＦＤ 

条件 
せん断破壊、付着割裂破壊および 

圧縮破壊を生じない 左 

記 

以 

外 

ho /D の下限 2.5 2.0 － 

σo /Fc の上限 0.35 0.45 0.55 

pt の上限 0.8％ 1.0％ － 

τu /Fc の上限 0.1 0.125 0.15 

ho  ：柱の内のり高さ（mm） 

D ：柱のせい（mm） 

σo ：軸方向応力度（N/mm2） 

Fc ：コンクリートの材料強度（N/mm2） 

pt ：引張鉄筋比 

τu ：平均せん断応力度（N/mm2） 

平19国交告第596号第四第一号 

 柱の平均せん断応力度は下式のいずれかで計算します。 

( )jb/Qu =τ  ：長方形柱 

( )wu ADb/Q +=τ  ：ソデ壁付き柱 

τu ：平均せん断応力度（N/mm2） 

Q ：Ds算定時想定崩壊メカニズムの柱のせん断力（N） 

b ：柱幅（mm） 

j ：応力中心間距離で
8

7
dとする（mm） 

d ：柱の有効せい（mm） 

D ：柱のせい（mm） 

Aw ：ソデ壁の断面積（mm2） 
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 柱特別条件の検定 

SABTEC高強度せん断補強筋設計指針による OT685フープ、スーパーフープ785、スーパーフー

プ685、J フープ785、パワーリング685、キョウエイリング685を使用した柱で、以下の全ての条

件を満たす場合に、部材種別をＦＡとします。ただし、以下の条件のうちで両端ヒンジとみなせ

ない場合は部材種別をＦＢとします。 

 QM≦Qu（Ds算定時の増分計算において、せん断破壊しない柱） 

 0.35≦σo/Fc≦0.6 

ただし、スーパーフープ685、J フープ785、パワーリング685については 

0≦σo/Fc≦0.6 

 1.5≦M/(QM・D) 

ただし、OT685フープを GBRC 性能証明第12-31号による場合、スーパーフープを GBRC 性能証

明第10-10号(改③)による場合は 

1.75≦M/(QM・D) 

 pt≦1.0% 

 τu/Fc≦0.125 

 検討方向に中子筋を配筋している柱（ここでは、せん断補強筋の本数が３本以上の柱としま

す） 

 断面辺長比（D/B）が0.5以上、かつ、2.0以下 

 Cd≦jtxあるいは Cb≦jty 

 Rp･φs≦Ru 

 Ds算定時の増分計算において、両端ヒンジとみなせる場合 

ここでいう、両端ヒンジとみなすとは、①柱の両端にヒンジが生じている場合、あるいは②

柱の一端にヒンジ、他端は接続する梁全てにヒンジが生じており、梁の部材種別が柱単体の

部材種別と同等以上である場合とします（下図参照）。ただし、②については、梁のせん断

補強筋に SABTEC 高強度せん断補強筋（OT685フープ、スーパーフープ785、スーパーフープ

685、パワーリング685、J フープ785、キョウエイリング685）を使用している必要がありま

す。 

 

 

 

 ※梁の部材種別が柱の 

 部材種別と同等以上である 

 

①両端ヒンジ柱 ②両端ヒンジとみなせる柱 
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σo/Fc、pt、τu/Fcは表 4.4－6で使用する値と同様です。その他の値については以下の通りで

す。 

QM ：Ds算定時想定崩壊メカニズム時のせん断力(kN) 

Qu ：せん断終局耐力(kN) 

M ：柱頭または柱脚ヒンジ発生位置の Ds算定時想定崩壊メカニズム時の

曲げモーメント(kN･mm) 

 （柱頭部と柱脚部のうち大きい方の曲げモーメントとします） 

D ：柱せい(mm)   

  B ：柱幅(mm) 

Cb ：柱断面内Ｙ方向に掛け渡された 

 横補強筋で拘束された主筋間距離(mm) 

 =jtx/(nbo-1) 

Cd ：柱断面内Ｘ方向に掛け渡された 

 横補強筋で拘束された主筋間距離(mm) 

 =jty/(ndo-1) 

jtx、jty ：柱断面内Ｘ・Ｙ方向の 

 最外縁主筋の中心間距離(mm) 

ndo、nbo ：柱断面内Ｘ・Ｙ方向に掛け渡された横補強筋本数 

 

また、Ds算定時想定崩壊メカニズム時の軸力 N が釣り合い軸力 Nco を超える場合、Ds算定時

想定崩壊メカニズム時のせん断力 QM を釣り合い軸力時の曲げ終局耐力時せん断力 QMuo とし

ます。釣り合い軸力および釣り合い軸力時の曲げ終局耐力 Muoは以下により算出します。 

cco FDBN = 0.4  

cytuo FDBDaM += 20.120.8   

aMQ uoMuo = 、 MQMa =  

at ：引張り鉄筋断面積(mm) 

σy ：引張り鉄筋降伏強度(N/mm2) 

Fc ：コンクリートの設計基準強度(N/mm2) 

 

Ru、Rp、φsは以下によります。 

spu RR ≧  （φs：設計限界部材角に対する安全率=1.5） 

Ruは下式により算出します。 

puuR =   

（n≧αcの時） 

( )  ( ) 

( ) ( )  ( ) 
t

cuccucgscu

cucuccgs
u j

eeen

e
Φ

−−+++

−−+
=

2111

112
 

（n＜αcの時） 

t
cuc

u j
n

Φ


=
2

 

 

  

柱断面諸元 
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jt ：最外縁主筋の中心間距離(mm) 

Φu ：ヒンジ領域の限界曲率(1/mm) 

αc ：コンクリート質点の断面積比 

 =0.25 

n ：=N/(fcc･Acc) 

N ：Ds算定時の軸力(N)  

fcc ：コアコンクリートの圧縮強度(N/mm2) 

 =Sc･fco 

Acc ：コアコンクリートの断面積(mm2) 

 =bc･dc 

bc ：コアコンクリートの幅（外周横補強筋の中心間距離）(mm) 

dc ：コアコンクリートのせい（外周横補強筋の中心間距離）(mm) 

εcu ：コアコンクリートの限界圧縮ひずみ 

 =εpu･{1+5(Sc-1)} 

(sμg)c ：=(ag/Acc)･(σsy/fcc) 

ecu ：εcu/εco 

Ag ：主筋全断面積(mm2) 

σsy ：主筋降伏強度(N/mm2) 

 （降伏強度は規格降伏点とします） 

εco ：プレーンコンクリートの圧縮強度時ひずみ 

 =0.93fco
(1/4)･10-3 

fco ：プレーンコンクリートの圧縮強度(N/mm2) 

 （コンクリートの設計基準強度とします） 

Sc ： ( ) ( ) cowysccwo fdsbs  −−+= 21218.421  

εpu ：プレーンコンクリートの限界圧縮ひずみ 

 =4･10-3 

ξwo ：横補強筋配置による補正係数 

 =1-{nb･(Cb/bc)2･(bc/dc)+nd･(Cd/dc)2･(dc/bc)}/5.5 

ρs ：横補強筋体積比 

= (nbo･dc+ndo･bc)･Aw/(bc･dc･s) 

nb ：柱断面内Ｙ方向の横補強筋で拘束された主筋間アーチ部の個数 

 =2(nbo-1) 

nd ：柱断面内Ｘ方向の横補強筋で拘束された主筋間アーチ部の個数 

 =2(ndo-1) 

s ：横補強筋の間隔(mm) 

Aw ：横補強筋1本の断面積(mm2) 

σwy ：横補強筋の降伏強度(N/mm2) 

（降伏強度は規格降伏点とします） 

ℓp ：ヒンジ領域長さ(mm) 

 ={0.5Mu/(QM･D)}･d、かつ、1.5≦Mu/(QM･D)≦3 

Mu ：柱頭部または柱脚部ヒンジ発生位置の Ds 算定時想定崩壊メカニズ

ム時の曲げモーメント 

 （柱頭部と柱脚部のうち大きい方の曲げモーメントとします） 

d ：有効せい(mm) 
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保証回転角 Rp は下表の値と Ds 算定時の材端位置回転角の大きい方の値とします。ここで、

Ds 算定時に両端ヒンジとみなせる部材を降伏ヒンジ部材、それ以外を降伏ヒンジ以外の部材

とします。 

降伏ヒンジ以外の部材 降伏ヒンジ部材 

1/100 1/67 

なお、柱特別条件の検定の有無は、許容応力度計算データの［ＨＳＳＢ］で指定することが

できます。 
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4.2. 部材のせん断保証設計 

Ds算定時崩壊メカニズムおよび保有水平耐力算定時メカニズムにおいて、ＲＣ部材およびＳＲＣ部材がせん断

破壊しないことを平19国交告第594号第4第三号（保証設計）により検討します。 

Ds算定時崩壊メカニズムについては、部材種別を算定する際の破壊モードの判定に用いるため、全ての部材に

ついてせん断保証設計を行います。Ds算定時崩壊メカニズムにおけるせん断保証設計を満足しない場合は部材種

別をＦＤ、ＷＤとします。 

保有水平耐力算定時メカニズムについては、部材種別がＦＡ～ＦＣ、ＷＡ～ＷＣの部材についてせん断保証設

計を行います。保有水平耐力算定時メカニズムにおけるせん断保証設計を満足しない場合は適用範囲外メッセー

ジを出力します。なお、保有水平耐力計算データの［ＵＬＡ１］でDsおよび保有水平耐力の算定を別個の増分解

析で行う指定がある場合に保有水平耐力算定時メカニズムのせん断保証設計を行います。 

ここでは、破壊モードの判定方法に応じた検討を行います。 

 保証設計による方法の場合 

増分計算において、各メカニズム時にせん断降伏している部材の破壊モードはせん断破壊とします。曲

げ降伏している部材についても各メカニズムのせん断力を割増し、下式による QDG、QDC、QDWと部材の

せん断耐力を比較して部材のせん断耐力の方が小さい時はせん断破壊とします。 

 梁の場合： QDG＝Qo＋n・QM 

 柱の場合： QDC＝n・QM 

QDG、QDC ：梁、柱のせん断力 

Qo ：単純支持とした時の長期荷重によるせん断力 

n ：せん断破壊判定用割増係数 

QM ：各メカニズム時のせん断力 

 

梁・柱に SABTEC高強度せん断補強筋設計指針による OT685フープ、スーパーフープ785、スーパーフー

プ685、Jフープ785、パワーリング685、キョウエイリング685を使用する部材のせん断破壊判定用割増係

数は、選択した耐力式により以下の値とします。なお、スーパーフープ685、Jフープ785、パワーリング

685を使用する部材で柱の特別条件を満たす場合はせん断破壊判定用割増係数を1.0とします。 

荒川 mean 式による場合 

使用する部材 部材の両端にヒンジが生じる状態 左記以外 

梁 1.1 1.2 

柱 1.1 1.25 

修正塑性式による場合 

使用する部材 部材の両端にヒンジが生じる状態 左記以外 

梁 1.0 1.2/1.1 

柱 1.0 1.25/1.1 

 



SABTEC高強度せん断補強筋「BUILD.一貫Ⅴ」組込プログラム解説書 

2022/01/31 (株)構造ソフト 

 16 / 41 

 

 技術基準における余耐力法による方法の場合 

増分計算において、各メカニズム時にせん断降伏している部材の破壊モードはせん断破壊とします。曲

げ降伏している部材についても各メカニズムのせん断力を割増し、下式による QDG、QDC、QDWと部材の

せん断耐力を比較して部材のせん断耐力の方が小さい時はせん断破壊とします。 

梁の場合： 









+=


M

u
oDG Qn,

h

M
nminQQ 21  

柱の場合： 









=


M

u
DC Qn,

h

M
nminQ 21  

QDG、QDC ：梁、柱のせん断力 

Qo ：単純支持とした時の長期荷重によるせん断力 

n1 ：両端ヒンジ部材のせん断破壊判定用割増係数。高強度せん断補強筋使用

部材の割増係数は(1)と同様とします。 

n2 ：両端ヒンジ以外の部材のせん断破壊判定用割増係数。高強度せん断補強

筋使用部材の割増係数は(1)と同様とします。 

QM ：各メカニズム時のせん断力 

梁、柱について、想定したヒンジが生じた時点でのせん断力とします。

詳細は『BUILD.一貫Ⅴユーザーズマニュアル Vol.1』の「4.4.2 (6) 

2) c)せん断保証設計に用いるせん断力」を参照して下さい。 
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 大臣認定プログラムにおける余耐力法による方法の場合 

下式による QDと部材のせん断耐力を比較して部材のせん断耐力の方が小さい時はせん断破壊とします。 

両端にヒンジを生じる梁 

hMnQQ uoD /  += 1  

両端ヒンジ以外の梁 









+=


M

u
oD Qn,

h

M
nminQQ 21  

両端にヒンジを生じる柱 

hMnQ uD /  = 1  

両端ヒンジ以外の柱 









=


M

u
D Qn,

h

M
nminQ 21  

QM ：Ds算定時想定崩壊メカニズムあるいは保有水平耐力算定時メカニズムのせん断力 

Qo ：単純支持とした時の長期荷重によるせん断力 

n1 ：両端ヒンジ部材のせん断破壊判定用割増係数。高強度せん断補強筋使用部材の割増係

数は(1)と同様とします。 

n2 ：両端ヒンジ以外の部材のせん断破壊判定用割増係数。高強度せん断補強筋使用部材の

割増係数は(1)と同様とします。 

ΣMu ：両端の曲げ耐力の和 

h ：部材の可撓長さ 
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 終局せん断耐力 

 保有水平耐力計算における終局せん断耐力の算出式として、「荒川 mean 式による終局せん断耐力」「修

正塑性式による終局せん断耐力」のいずれかを選択できます（保有水平耐力計算データの[ＵＬＡ４］）。

また、スーパーフープ785の場合、「靱性指針式による終局強度」も選択することができます。 

 荒川 mean 式による終局強度式 

 梁 

 
( )

jbp
dQM

Fp
Q wyw

ct
u 













+
+

+
= σ0.85  

0.12)/(

180.068
  

0.23

 

ただし、 ( ) 1dQM の場合は ( ) 1=dQM 、 ( ) 3dQM の場合は ( ) 3=dQM とします。 

 ここで、 uQ ： 終局せん断耐力(N)（出力時は kN） 

 b ： 梁の幅(mm)（入力） 

  Ｔ形梁の場合はウェブの幅（右図参照） 

 j ： 梁の応力中心距離(mm) 

  dj
8

7
=  

 d ： 梁の有効せい(mm) 

 tp ： 引張鉄筋比(%) 

  100


=
db

a
p t

t  

 ta ： 引張鉄筋の断面積(mm2) 

 wp ： あばら筋比 

  
xb

a
p w

w


=  

  ただし、OT685フープ、スーパーフープ685、パワーリング685、キョウ

エイリング685においては、 

   ( ) ( )271.2 cw F%p  、かつ、 1.2%0.2%  wp  

  スーパーフープ785、J フープ785においては、 

   ( ) ( )271.0 cw F%p  、かつ、 1.2%0.2%  wp  

 wa ： １組のあばら筋の断面積(mm2) 

 x ： あばら筋間隔(mm)（入力） 

 cF ： コンクリート設計基準強度(N/mm2) 

  

 

b 
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 wy ： あばら筋の降伏強度(N/mm2) 

  OT685フープ、スーパーフープ685、パワーリング685、キョウエイリン

グ685においては、σwy=685N/mm2 

  スーパーフープ785、J フープ785においては、σwy=785N/mm2 

 M 、Q ： 『BUILD.一貫Ⅴユーザーズマニュアル Vol.1』の「4.2.1 (4)シアース

パンおよび反曲点位置」を参照して下さい。 

 柱 

 
( )

jbp
dQM

Fp
Q wyw

ct
u 













++
+

+
=  0.1σ0.85  

0.12)/(

180.068
  

0.23

0  

 ただし、 ( ) 1dQM の場合は ( ) 1=dQM 、 ( ) 3dQM の場合は ( ) 3=dQM とします。 

引張軸力を受ける柱のせん断耐力は以下によります。 

( ) jbpQ wywu = σ   

 ここで、 uQ ： 終局せん断耐力(N)（出力時は kN） 

 b ： 柱の幅(mm)（入力） 

 j ： 柱の応力中心距離(mm) 

  dj
8

7
=  

 d ： 柱の有効せい(mm) 

 tp ： 引張鉄筋比(%) 

  100


=
db

a
p t

t  

 ta ： 引張鉄筋の断面積(mm2) 

 wp ： 帯筋比 

  
xb

a
p w

w


=  

  ただし、OT685フープ、スーパーフープ685、パワーリング685、キョウ

エイリング685においては、 

   ( ) ( )271.2 cw F%p  、かつ、 1.2%0.2%  wp  

  スーパーフープ785、J フープ785においては、 

   ( ) ( )271.0 cw F%p  、かつ、 1.2%0.2%  wp  
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 wa ： １組の帯筋の断面積(mm2) 

 x ： 帯筋間隔(mm)（入力） 

 cF ： コンクリート設計基準強度(N/mm2) 

 wy ： 帯筋の降伏強度 

  OT685フープ、スーパーフープ685、パワーリング685、キョウエイリン

グ685においては、σwy=685N/mm2 

  スーパーフープ785、J フープ785においては、σwy=785N/mm2 

 o ： 軸応力度(N/mm2) 

  ( )DbNo =  

  ただし、 0 が0.4Fcを超える場合は cF0.40 = とします。 

 N ： 軸力(N) 

  一次設計時の地震時軸力に割増係数（保有水平耐力計算データの[ＵＬ

Ａ７]）を乗じた値に鉛直荷重時の軸力を足した値とします。 

 D ： 柱せい(mm) 

 M 、Q ： 『BUILD.一貫Ⅴユーザーズマニュアル Vol.1』の「4.2.1 (4)シアース

パンおよび反曲点位置」を参照して下さい。 

 

 塑性理論式による終局せん断耐力 

 Qu＝min(Qsu,Qbu) 

ここで、 

Qsu :塑性理論によるせん断耐力(N) 

Qbu :付着割裂耐力(N) 

 Qsu＝b･jt･pw･σwy + k
1
(1－k

2
)b･D･ν･Fc 

 
( ) ( )

2

/-1/
 

2

1

DLDL
k

+
=  

 
c

wyw

F

p
k




=

ν

σ2
 2  

 ν＝0.7(0.7- Fc /200) 

 ここで、pw･σwyがν･Fc/2を超える場合は pw･σwy =ν･Fc/2とします。 
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 Qbu＝jt･τb･Σφ＋k
1
(1－k3)b･D･ν･Fc 

 1.0
ν

Σφ2τ
 3 




=

c

b

Fb
k  

 c
b

w
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dNx

ha
bk 

















++=
7.80

0.1340.0961τ 0  

 ここで、梁の場合は k0=1.0、柱の場合は k0=1.22とします。 

 主筋と副主筋が混在する場合、（ bdN  ）は、（ 2211 bb dNdN + ）とします。 

1N  ：一段目主筋本数 2N  ：一段目副主筋本数 

1bd  ：主筋径 2bd  ：副主筋径 

),,min(  sicivii bbbb =  

 ( )1 23 min += bvi dCb  

 ( )  112 −++= bbsci dCCb  

 ( ) 1- bsi dNbb =  

 ただし、主筋と副主筋が混在する場合は以下の様に扱います。 

 vib ， cib を求める時の bd は太い方の径とします。 

 sib を求める時の（ bdN  ）は、（ 2211 bb dNdN + ）とします。 

h は biに応じて、 

h ＝ 0   （bi＝bviの時） 

h ＝ 2    （bi＝bciの時） 

h ＝1.0＋0.85(n－2)/N （bi＝bsiの時） 

b ：梁あるいは柱の幅、Ｔ形梁の場合はウェブの幅(mm) 

jt ：梁あるいは柱の主筋の重心間距離(mm) 

D ：梁あるいは柱のせい(mm) 

L ：梁あるいは柱の内法寸法(mm) 

pw ：せん断補強筋比 )( xbap ww =
 

  ただし、OT685フープ、スーパーフープ685、パワーリング685、 

 キョウエイリング685においては、 

  ( ) ( )271.2 cw F%p  、かつ、 1.2%0.2%  wp  

 スーパーフープ785、Jフープ785においては、 

  ( ) ( )271.0 cw F%p  、かつ、 1.2%0.2%  wp  

σwy ：横補強筋の降伏強度 

 OT685フープ、スーパーフープ685、パワーリング685、 

キョウエイリング685においては、 

  σwy=685N/mm2 

 スーパーフープ785、Jフープ785においては、 

  σwy=785N/mm2 

  ただし、σwy は25Fc 以下とします。 

Fc ：コンクリート設計基準強度(N/mm2) 

ν ：コンクリート圧縮強度の有効係数 
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Σφ ：引張り鉄筋の周長和（２段配筋の場合は２段目の鉄筋も含める）(mm) 

主筋と副主筋が混在する場合、Σφを求める時のφは、太い方の周

長とします。 

N ：外側1列の引張鉄筋の本数 

 τbの算出式において、bi＝bciの時は、N=2とします。 

db ：主筋の呼び名の値(直径)(mm) 

Cmin 
＝min(Cb,Cs ) 

Cb ：主筋の底面かぶり厚さ(mm) 

Cs ：主筋の側面かぶり厚さ(mm) 

aw ：一組のせん断補強筋断面積(mm2) 

 τbの算出式において、bi＝bciの時は、2本分の断面積とします。 

x ：せん断補強筋間隔(mm) 

n ：一組のせん断補強筋の足の数 

 n が4を超える場合は n =4とします。 

 

 靭性保証型設計指針に準拠した終局強度式 

 靭性保証型設計指針に準拠した終局強度式にせん断耐力では、塑性理論に基づくせん断耐力Qsuと

付着割裂耐力 Qbuのうち小さい方とします｡ 

 保有水平耐力計算時の保証設計における保証回転角（Rp）は、許容応力度計算データの［ＨＳＳＨ］

［ＨＳＳ１］［ＨＳＳ２］で指定した想定ヒンジ状態に応じた値と、Ds 算定時の材端位置の回転角の

うちの大きい方の値とします。 

 ( )bususu Q,QminQ =0  

 塑性理論に基づくせん断耐力 

塑性理論に基づくせん断耐力は下記の(1)～(3)式の最小値とします。 

2

tanσ5
σ1



















 
−+=

Dbp
FjbpQ

wywe
ceewywesu  (1)式 

( )
3

2
eewywec

su

jbpF
Q

+
=


 (2)式 

2
3

eec
su

jbF
Q


=


 (3)式 

pwe ：有効横補強筋比 )sb(ap ewwe =  

 ただし、 ( ) ( )271.0 cwe F%p  、かつ、 1.2%ewp  

wy  ：横補強筋の降伏強度(785N/mm2) 

  ：トラス機構の角度を表わす係数 

  pR202 −=  

  ：コンクリート圧縮強度の有効係数 

  ( ) 0 −= pR201  

0  ：降伏ヒンジ･潜在ヒンジを計画しない時の有効係数 

  2000.7 cF−=0  

  ：トラス機構の有効係数 

 
 

e

s

e j

b

j

s


−


−=

42
1  
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  ：アーチ機構の圧縮束の角度 

 引張軸力を受ける柱 0.0tan =  

 L/D≧1.5の柱 LD 20.9tan =  

 
L/D＜1.5の柱 ( ) DLDL −+= 1tan

2
  

b ：梁あるいは柱の幅(mm) 

D ：梁あるいは柱のせい(mm) 

L ：部材の内法長さ(mm) 

be ：トラス機構に関与する断面の有効幅(mm) 

 （外側の横補強筋のせん断力方向への心－心間隔） 

je ：トラス機構に関与する断面の有効せい(mm) 

 （外側の横補強筋のせん断力直交方向への心－心間隔） 

aw ：横補強筋１組の断面積(mm2) 

s ：横補強筋の間隔(mm) 

Rp ：降伏ヒンジ部材、潜在ヒンジ部材、非ヒンジ部材の保証回転角(rad) 

 下表によります。 

 降伏ヒンジ部材 潜在ヒンジ部材 非ヒンジ部材 

梁 1/50 1/75 0 

柱 1/67 1/100 0 

 ※降伏ヒンジ部材、潜在ヒンジ部材、非ヒンジ部材の指定は許容応力

度計算データの［ＨＳＳＨ］［ＨＳＳ１］［ＨＳＳ２］で入力できま

す。 

Fc ：コンクリート設計基準強度(N/mm2) 

bs ：横補強筋の断面幅方向の最大間隔(mm) 

 
 

両側スラブ付き 

bs bs bs 

片側スラブ付き  

 デフォルトでは
1+

=
s

e
s

N

b
b として計算します。 

 ※許容応力度計算データの［ＨＳＳ１］［ＨＳＳ２］で入力できます。 

Ns ：中子筋の本数（せん断補強筋本数－２とします） 
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 付着割裂耐力 

付着割裂耐力は下記によります。 

( )
( )





 tan

2

2.5 Db

b

bu
FjbuQ

e
cebu















−+=


   

( )  += 2211  bububu  … 降伏ヒンジを計画しない部材 

( ) ( ) ( ) +−= 2211101  bubuRbu p  … 降伏ヒンジを計画する部材 

( ) kstFbitbu c ++= 0.100.0851   

4000.75 cFt +=  … 梁上端筋 

1.0=t  … 上記以外 

bi ：１段目主筋の割裂線長さ比 

 ( )cisii bbb ,min=   

 

b

b
si

dN

dNb
b

1

1−
=  …サイドスプリットの場合 

 ( )

b

bctcs
ci

d

ddd
b

−+
=

2

 
…コーナースプリットの場合 

( ) wsi
w

st pb
N

N
k 1

45
54

1

+









+=  … ( )bsibci  の時 

( )　/140 sdAk bwst =  … ( )bsibci  の時 

 

( ) 2222 0.100.085 stcsitbu kFb ++=   

bsi2

 
：２段目主筋の割裂線長さ比 

 

b

b
si

dN

dNb
b



−
=

2

2
2

 

 

( ) wsist pbk += 199 22  

0.62 =  

ただし、 12 bubu   とする。 

 

∑φ
1
 ：１段目主筋の周長の合計(mm) 

∑φ
2
 ：２段目主筋の周長の合計(mm) 

  ただし､柱の場合､せいの1/4以内の２段目主筋は考慮しません｡ 

N
1
 ：１段目主筋の本数

 N
2
 ：２段目主筋の本数 

dcs ：主筋中心からの側面かぶり厚さ(mm) 

dct ：主筋中心からの底面かぶり厚さ(mm) 
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db ：主筋直径 

ただし、主筋と副主筋が混在する場合は以下のように扱います。 

cib を求める時の bd は太い方の径とします。 

sib を求める時の（ bdN 1 ）は、（ 212111 bb dNdN + ）とします。 

2sib を求める時の（ bdN 2 ）は、（ 222121 bb dNdN + ）とします。
 

11N  ：１段目主筋本数 12N  ：１段目副主筋本数 

21N  ：２段目主筋本数 22N  ：２段目副主筋本数 

1bd  ：主筋径 2bd  ：副主筋径 
 

Nw ：１組の横補強筋の足の本数（横補強筋本数）  

pw ：横補強筋比 )sb(ap eww =  

  ただし、 ( ) ( )271.0 cw F%p  、かつ、 1.2%wp  

aw ：横補強筋１組の断面積(mm2) 

 

 軸力の検討 

 保有水平耐力計算において、スーパーフープ785の終局耐力式を靭性保証型設計指針に準拠した場合、

降伏ヒンジ柱および潜在ヒンジ柱の軸力の検討を行います。検討内容は以下の通りです。 

 cccsyg FAkNAk − 12   

Nc ：Ds 算定時想定崩壊メカニズム（余耐力法を用いない場合は、Ds 算定時崩

壊メカニズム）の軸力(N) 

 圧縮を正とします。 

Ac ：柱断面積(mm2) 

Fc ：コンクリート設計基準強度(N/mm2) 

Ag ：引張に有効な柱主筋の全断面積(mm2) 

sy  ：引張に有効な柱主筋の信頼強度算定用の材料強度(N/mm2) 

 （ここでは、降伏強度とします。） 

k1 ：上限圧縮軸力係数（ k =1 0.35） 

k2 ：上限引張軸力係数（ 1.02 =k ） 

 

 k1を0.35としますが、下記の条件を満足する場合は k=0.6とします。 

 1.75≦M/(QM・D) 

 pt≦1.0% 

 τu/Fc≦0.125 

 Rp･φs≦Ru 

 M/(QM・D)、pt、τu/Fc、Rp、φs、Ruは、柱特別条件の検定で使用する値と同様です。 
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5. 中段筋基礎梁 

 建物データの［ＧＭＤ６］で指定した中段筋基礎梁の場合、下図のようにＤ/３の位置に２段筋あるい

は３段筋を配置するものとして、通常のＲＣ梁と同様に各計算を行います。通常のＲＣ梁と計算方法が異

なる検討について、以下に記載します。ただし、中段筋基礎梁の検定は、OT685フープ、スーパーフープ

785、スーパーフープ685、キョウエイリング685に限定します。 

 

 3-D22 

3-D22 

D10@200 120 D 

D/3 

D/3 

D/3 

 

 3-D22 

3-D22 

D10@200 120 D 

D/3 

D/3 

D/3 

 

２段配筋 ３段配筋 

 

 長期および短期荷重に対するせん断の検討 

せん断の検討は、ＲＣ梁に SABTEC 高強度せん断補強筋設計指針による OT685フープ、スーパーフー

プ785、スーパーフープ685、Jフープ785、パワーリング685、キョウエイリング685を使用した場合と

同様の検討を行います。 

ただし、地震時安全性用の設計せん断力の算出時に使用する大梁の降伏曲げモーメントは以下によ

り算出します。スラブ筋は考慮しますが、コシ壁は取り付かないものとして算出します。 

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )( ) 2 2 3 2 3 3 31 1 2 2 1 1 2 2u a a a a d a D Dt y t y s s y s s y oo n y yM       +  +  +   +  + = 0.9  

( ) ( ) 5 181 1 2 2 1 1 2 2u a a a a d a Dt y t y s s y s s y oo n yM      +  +  +   +  = 0.9  

at1 、at2 ：引張鉄筋断面積（主筋・副主筋） 

as1、as2 ：スラブ筋断面積（梁左側・梁右側）（建物データの[ＧＭＥ３]で入力したスラブ筋

を使用） 

an  ：上側と下側中段筋の全断面積 

σy1、σy2、σsy、σy ：引張鉄筋、スラブ筋、中段筋の材料強度（＝短期の許容応力

度） 

doo  ：中段筋基礎梁の有効せい 

   （中段筋基礎梁の圧縮コンクリート縁から上端側または下端側主筋群までの距離

doo1、doo2） 

D ：基礎梁せい 
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D 

D/3 

D/3 

D/3 

(中段筋基礎梁) 

b 

atT、atB： 

上端側、下端側引張鉄筋断面積 

dt1、dt2： 

上端側、下端側引張主筋群の重心位置 

doo1＝D－dt1： 

上端引張時の有効せい 

doo2＝D－dt2： 

下端引張時の有効せい 

中段筋 

dt1 

doo1 

doo2 

dt2 

(正)引張側主筋 atT 

(負)引張側主筋 atB 

 

 保有水平耐力計算時の部材耐力、曲げ降伏時剛性低下率 

 曲げひび割れ耐力 

通常のＲＣ梁と同様の式により算出します。ただし、コシ壁は取り付かないものとして算出しま

す。 

 

 終局曲げ耐力 

以下の式により算出します。ただし、コシ壁は取り付かないものとして算出します。 

Mu = 0.9(at1 ･σy1 + at2 ･σy2 + as1 ･sσy1 + as2 ･sσy2+ an/2 ･σy)･d 

at1、at2 ：引張鉄筋断面積（主筋・副主筋） 

as1、as2 ：スラブ筋断面積（梁左側・梁右側）（建物データの[ＧＭＥ３]で入力したス

ラブ筋を使用） 

an ：上側と下側中段筋の全断面積 

σy1、σy2 ：引張鉄筋の材料強度（主筋・副主筋） 

sσy1、sσy2 ：スラブ筋の材料強度（梁左側・梁右側）（建物データの[ＧＭＥ３]で入力し

たスラブ筋を使用） 

（注）引張側のスラブ筋を考慮します。 

σy ：中段筋の材料強度 

d ：多段筋基礎梁の有効せい 

  （多段筋基礎梁の圧縮コンクリート縁から上端側または下端側主筋群までの

距離 d1、d2） 

jt ：上下引張側基礎梁主筋群の重心間距離 

 

b 

D 

D/3 

D/3 

D/3 

(多段筋基礎梁) (中段筋基礎梁) 

b 

atT、atB： 

上端側、下端側引張鉄筋断面積 

dtoT、dtoB： 

上端側、下端側引張主筋群の重心位置 

d1＝D－dtoT： 

上端引張時の有効せい 

d2＝D－dtoB： 

下端引張時の有効せい 

中段筋 

dtoT 

d1 

d2 

dtoB 

(正)引張側主筋 atT 

(負)引張側主筋 atB 
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 降伏時剛性低下率 

以下の式により算出します。ただし、コシ壁は取り付かないものとして算出します。 

a/D≧2 の時 

αy = (0.043＋1.64n･pt＋0.043a/D)(d/D)2 

a/D＜2 の時 

αy = (－0.0836＋0.159a/D)(d/D)2 

n = Es /Ec 

pt = at / (b ･D) 

at ：引張鉄筋断面積 

D ：梁せい 

a ：シアースパン 

d  ：多段筋基礎梁の有効せい 

スラブを考慮した時のαy：下端引張 

ptを次式で求め、αy算定式に使用します。 

Pt = at /(L･D) 

スラブを考慮した時のαy：上端引張 

ptを次式で求めてαy算定式に使用し、さらにαyを補正します。 

pt = (at+as)/(b ･D) 

as :スラブ筋断面積（建物データの[ＧＭＥ３]で入力したスラブ筋を使用） 

e

o
yy

I

I
α'α =  

(注) αy≦0.0、αy≧1.0の時は Bi-linear とします。 

 

 終局せん断耐力 

終局せん断耐力は、ＲＣ梁に SABTEC 高強度せん断補強筋設計指針による OT685フープ、スーパ

ーフープ785、スーパーフープ685、J フープ785、パワーリング685、キョウエイリング685を使用

した場合と同様の式により算出します。 
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 適用条件 

以下の６項目を満足する場合に中段筋基礎梁として扱えるものとします。満足しない項目がある場

合も中段筋基礎梁として扱いますが、適用範囲外メッセージを出力します。なお、pt および Xn/D の

確認は左端断面の形状により行います。 

・全ての断面（左端、中央、右端）の主筋を２段配筋以上としている。 

・全ての断面（左端、中央、右端）の断面の幅、せいが同じである。 

・上側と下側の中段筋の鋼種、本数が同じである。 

・内法スパン長比（L/D）が3.0以上である。（L は梁内法長さ、D は梁せい） 

・中段筋基礎梁の引張鉄筋比 ptが曲げ終局強度時釣合い鉄筋比 ptb以下である。 

 ただし、γが１以上の場合は、ptが ptb以下になるものとして扱います。 

 t tp a bD=  

 ( ) ( )  ( )1 3 1 1tb c syp k k F u u =    −  +  

k1  ：β1 

β1 ：Fc≦28N/mm2の時： 1 0.85 =  

   Fc＞28N/mm2の時： ( )1 0.85 0.05 28 7cF = −  −  

k3  ：0.85 

Fc  ：コンクリート設計基準強度(N/mm2) 

σsy ：鉄筋の降伏強度(N/mm2) 

γ  ：複筋比 c ta a =  

ac  ：圧縮鉄筋断面積 

at  ：引張鉄筋断面積 

u  ：終局ひずみ比 cu syu  =  

εcu ：コンクリート圧縮時ひずみ 0.3%cu =  

εsy ：鉄筋の降伏ひずみ sy sy sE =  

Es  ：鉄筋のヤング係数(205kN/mm2) 

・Xn/D が0.25以下である。（Xnは中立軸位置、D は梁せい） 

ここで、中立軸位置は、平面保持仮定により算出します。なお、梁には軸力が生じないものと

し、コンクリートの応力－歪関係を e 関数式、鉄筋の応力－歪関係を完全弾塑性型とします。 

 

番号  メッセージ 

1489 中段筋基礎梁の断面が適用条件を満足しない 

・建物データの[ＧＭＤ６]で中段筋基礎梁として入力されている基礎梁について、以下の適用条件を 

満足していません。当該部材の断面の入力内容を確認して下さい。 

○梁の左端、中央、右端の全ての断面の主筋が２段配筋以上である。 

○梁の左端、中央、右端の全ての断面の幅、せいが同じである。 

○上側と下側の中段筋の鋼種、本数が同じである。 
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番号  メッセージ 

1659 中段筋基礎梁の適用条件を満足しない 

・建物データの[ＧＭＤ６]で中段筋基礎梁として入力されている基礎梁について、以下の適用条件を 

満足していません。 

○内法スパン長比(L/D)が 3.0 以上である。 

○引張鉄筋比 ptが曲げ終局強度時釣合い鉄筋比 ptb以下である。 

○Xn/D が 0.25 以下である。 

（L は内法スパン、D は梁せい、Xn は中立軸位置） 
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6. 入力コード 

 

［ＧＭＥ２］梁鉄筋断面 

ＧＭＥ２ １ ２ ３ ○Ｍ 

 

番 号 項   目 型 説   明 省 略 時 

１ 鉄筋断面符号 Ａ ８文字以内。ただし、先頭の文字は 

アルファベット（Ａ～Ｚ）としま 

す。 

省略不可 

２ 主筋断面 Ａ 断面検定の時 

上端筋本数－下端筋本数 

－Ｄ径(Ｒ径) 

（２）参照 

断面算定の時 

Ｄ径(Ｒ径) 

省略不可 

３ スタラップ断面 Ａ 断面検定の時 

ｎ－径－ピッチ 

ｎ：スタラップ本数 

径：スタラップ鉄筋符号 

Ｄ径（Ｒ径）：異形棒鋼（丸鋼） 

ＫＨ径：ＫＨ10､ＫＨ13､ＫＨ16 

Ｏ
オー

Ｄ径：ＯＤ10､ＯＤ13､ＯＤ16 

ＫＧ径：ＫＧ10､ＫＧ13､ＫＧ16 

ＪＤ径：ＪＤ10､ＪＤ13､ＪＤ16 

ＴＡ径：ＴＡ10､ＴＡ13､ＴＡ16 

ＫＹ径：ＫＹ10､ＫＹ13､ＫＹ16 

ピッチ：スタラップのピッチ(㎜) 

断面算定の時 

ｎ－径 

省略不可 
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入力例  
5-D25 

4-D25 

ＲＥ１ 

3-D22 

3-D22 

ＲＥ２ 

3-D25 

2-D22 

3-D22 

2-D25 
ＲＥ４ 

D10@100 D10@100 D13@200 

 

 

断面検定の時（上図参照） 

GME2 RE1 3/2-4-D25 2-D13-200 

     RE2 3-3-D22 3-D10-100 

     RE4 3/0+2-2+1/0+2-D25/D22 2-D10-100 

※RE4は次のように入力することもできます。 

RE4 0+3/2-1+2/2-D22/D25 2-D10-100 

断面算定の時 

GME2 RE3 D25 2-D13 

 

 ○ ここで定義された鉄筋断面符号は、ＲＣ大梁部材（建物データの[ＧＭＤ２]）およびＳＲＣ大梁部材

（建物データの[ＧＭＤ３]）、片持ち大梁部材（建物データの[ＧＭＤ４]）、基礎梁部材（建物データ

の[ＧＭＤ５]）、中段筋基礎梁部材（建物データの[ＧＭＤ６]）の定義に際して用いられます。応力解

析までしか行わない場合、または断面登録ファイルを用いる場合には、このコードの入力は不要です。 

 

(３) スタラップに使用する鉄筋符号にはＤ径（Ｒ径）のほかに、下記に示す高強度せん断補強筋を使用す

ることができます。 

 ＫＨ径（スーパーフープ785） ：ＫＨ10、ＫＨ13、ＫＨ16 

 ＯＤ径（OT685フープ）  ：ＯＤ10、ＯＤ13、ＯＤ16 

 ＫＧ径（スーパーフープ685） ：ＫＧ10、ＫＧ13、ＫＧ16 

 ＪＤ径（Ｊフープ785）  ：ＪＤ10、ＪＤ13、ＪＤ16 

 ＴＡ径（パワーリング685）  ：ＴＡ10、ＴＡ13、ＴＡ16 

 ＫＹ径（キョウエイリング685） ：ＫＹ10、ＫＹ13、ＫＹ16 
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［ＣＭＥ２］柱鉄筋断面 

ＣＭＥ２ １ ２ ３ ４ ○Ｍ 

 

番 号 項   目 型 説   明 省 略 時 

１ 鉄筋断面符号 Ａ ８文字以内。ただし、先頭の文字

はアルファベット（Ａ～Ｚ）とし

ます。 

省略不可 

２ 主筋断面 Ａ 断面検定の時 

Ｘ方向本数－Ｙ方向本数－∑ｎ 

－Ｄ径（Ｒ径）  ：矩形柱 

  （２）参照 

∑ｎ－Ｄ径（Ｒ径）：円形柱 

∑ｎ ：主筋全本数 

Ｄ径（Ｒ径）：主筋鉄筋符号 

断面算定の時 

Ｄ径（Ｒ径） 

省略不可 

３ フープ断面 Ａ 断面検定の時 

ｎｘ－ｎｙ－径－ピッチ 

ｎｘ：Ｘ方向フープ本数 

ｎｙ：Ｙ方向フープ本数 

径 ：フープ鉄筋符号 

Ｄ径（Ｒ径）：異形棒鋼（丸鋼） 

ＫＨ径：ＫＨ10､ＫＨ13､ＫＨ16 

Ｏ
オー

Ｄ径：ＯＤ10､ＯＤ13､ＯＤ16 

ＫＧ径：ＫＧ10､ＫＧ13､ＫＧ16 

ＪＤ径：ＪＤ10､ＪＤ13､ＪＤ16 

ＴＡ径：ＴＡ10､ＴＡ13､ＴＡ16 

ＫＹ径：ＫＹ10､ＫＹ13､ＫＹ16 

ピッチ：フープのピッチ（mm） 

断面算定の時 

ｎx－ｎy－径 

省略不可 

４ 芯鉄筋 Ａ ｎ－径－ｓｄｘ－ｓｄｙ：矩形柱 

ｎ－径－ｓｄｒ    ：円形柱 

ｎ：芯鉄筋本数（４、８、12、

16、20、24、28本） 

径：芯鉄筋符号 

ｓｄｘ、ｓｄｙ、ｓｄｒ： 

(４)参照 

なし 
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入力例  

ＲＥ３１ ＲＥ３２ ＲＥ３４ 

Ｙ 

Ｘ 

2-D25 2-D22 
2-D25 

D13@100 
2-D22 

 

 

断面検定時（上図参照） 

CME2 RE31 4-3-10-D25 2-3-D13-100 

     RE32 8-D25 2-2-D13-100 

     RE34 2+2-2+2-4+8-D25/D22 2-2-D13-100 

 

断面算定時 

CME2 RE33 D25 2-3-D13 

 

 ○ ここで定義された鉄筋断面符号は、ＲＣ柱部材（建物データの[ＣＭＤ２]）およびＳＲＣ柱部材（建

物データの[ＣＭＤ３]）の定義に際して用いられます。応力解析までしか行わない場合、または断面

登録ファイルを用いる場合には、このコードの入力は不要です。 

(３)  Ｘ方向フープとはＸ軸に平行なフープ、Ｙ方向フープとはＹ軸に平行なフープをを指します。 

 

Ｙ 

Ｘ 

Ｘ方向主筋 

Ｙ方向主筋 

Ｙ方向フープ 

Ｘ方向フープ 

 

 フープに使用する鉄筋符号にはＤ径（Ｒ径）のほかに、下記に示す高強度せん断補強筋を使用するこ

とができます。 

 ＫＨ径（スーパーフープ785） ：ＫＨ10、ＫＨ13、ＫＨ16 

 ＯＤ径（OT685フープ）  ：ＯＤ10、ＯＤ13、ＯＤ16 

 ＫＧ径（スーパーフープ685） ：ＫＧ10、ＫＧ13、ＫＧ16 

 ＪＤ径（Ｊフープ785）  ：ＪＤ10、ＪＤ13、ＪＤ16 

 ＴＡ径（パワーリング685）  ：ＴＡ10、ＴＡ13、ＴＡ16 

 ＫＹ径（キョウエイリング685） ：ＫＹ10、ＫＹ13、ＫＹ16 
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［ＧＭＤ６］中段筋基礎梁部材 

ＧＭＤ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 ○Ｍ 

 

番 号 項   目 型 説   明 省 略 時 

１ 階 名 Ａ  省略不可 

２ 大梁断面符号 Ａ ８文字以内 省略不可 

３ 端部指定 Ａ ‘＊’‘Ｅ’‘Ｏ’または 

‘－（マイナス）軸名’ 

４～９項目で入力する 

部位１～部位３の定義 

[ＧＭＤ１]の(３)参照 

[ＧＭＤ１] 

(３)参照 

４ 部材形状（部位１） Ａ ＢＤ－ｂ＊Ｄ 

ｂ：梁幅（cm） 

Ｄ：梁せい（cm） 

[ＧＭＤ２]の(４)参照 

省略不可 

５ 鉄筋断面（部位１） Ａ 以下の３つの入力方法があります。 

①[ＧＭＥ２]で定義した断面符号 

②断面登録ファイル GME2.LSTで定義

した断面番号 

③鉄筋断面の直接入力 

（主筋断面｜スタラップ断面） 

[ＧＭＤ２] 

(５)参照 

６ 部材形状（部位２） Ａ  ４に同じ 

７ 鉄筋断面（部位２） Ａ  ５に同じ 

８ 部材形状（部位３） Ａ  ６に同じ 

９ 鉄筋断面（部位３） Ａ  ７に同じ 

10 付帯条件符号 Ａ [ＧＭＥ３]で定義した符号 無視 

11 ハンチ長 Ａ ＬＨ－ＲＨ 

ＬＨ：左側ハンチ長（cm） 

ＲＨ：右側ハンチ長（cm） 

ハンチなし 

12 鉄筋のかぶり厚（cm） Ａ  7.0 

13 鉄筋のカットオフ位置

（cm） 

Ａ Ｌd1－Ｌd2－Ｌd3 [ＧＭＤ２] 

(13)参照 

14    [ＧＭＤ２] 

(14)(15)参照 15    

16      

17   
 

 

18   
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入力例     Ｇ１Ａ 

 

 8-D22 

KY10@200 

 
8-D22 

3-D22 

3-D22 

D10@200 120 

40 

 

40 

120 

 

GME2 RE1 3/2-3/2-D22 2-KY10-200 

入力方法① 

GMD6 1F G1A * BD-40*120 RE1 

入力方法②（別途、断面登録ファイルを定義する必要があります） 

GMD6 1F G1A * BD-40*120 323022 

入力方法③ 

GMD6 1F G1A * BD-40*120 (3/2-3/2-D22|2-KY10-200) 

     Ｇ２Ａ 

 

 8-D22 

KY10@200 

 
8-D22 

3-D22 

3-D22 

D10@200 120 

40 

 

40 

120 

 

GME2 RE2 3//2-3//2-D22 2-KY10-200 

入力方法① 

GMD5 1F G2A * BD-40*120 RE2 

入力方法②（別途、断面登録ファイルを定義する必要があります） 

GMD6 1F G2A * BD-40*120 323022 

入力方法③ 

GMD6 1F G2A * BD-40*120 (3//2-3//2-D22|2-KY10-200) 
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○ 基礎梁を SABTEC 高強度せん断補強筋設計指針による中段筋基礎梁とする場合に、このコードで基礎

梁を定義します。 

○ 中段筋基礎梁で使用できるせん断補強筋は、SABTEC 高強度せん断補強筋設計指針によるキョウエイリ

ング685、OT685フープ、スーパーフープ685、スーパーフープ785です。 

OT685フープ、スーパーフープ785を使用する場合は、準じる SABTEC 高強度せん断補強筋設計指針の評

定で新評定（許容応力度計算データの[ＨＳＳＢ]）を指定する必要があります。 

上記以外のせん断補強筋は使用できません。 

○ ここで指定した基礎梁は、上側および下側からＤ/３の位置に中段筋を配筋するものとして扱います

（下図参照）。 

 

 3-D22 

3-D22 

D10@200 120 D 

D/3 

D/3 

D/3 

 

 

 3-D22 

3-D22 

D10@200 120 D 

D/3 

D/3 

D/3 

 

 

２段配筋 ３段配筋 

 

○ 中段筋基礎梁は、以下の条件を満足する場合に使用できます。条件を満足しない場合も計算は行いま

すが、適用範囲外メッセージを出力します。 

・全ての断面（左端、中央、右端）の主筋を２段配筋以上としている。 

・全ての断面（左端、中央、右端）の断面の幅、せいが同じである。 

・上側と下側の中段筋の鋼種、本数が同じである。 

・内法スパン長比（L/D）が3.0以上である。（L は梁内法長さ、D は梁せい） 

・Xn / D が0.25以下である。（Xnは中立軸位置、D は梁せい） 

・中段筋基礎梁の引張鉄筋比 ptが曲げ終局強度時釣合い鉄筋比 ptb以下である。 

○ 中段筋基礎梁は、許容応力度計算データの[ＤＥＳ１]の算定（鉄筋）および自動検定（鉄筋）は適用

外です。 
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［ＨＳＳＢ］SABTEC 高強度せん断補強筋設計指針の計算条件 

ＨＳＳＢ １ ２ ３ ４ ○Ｍ 

 

番 号 項   目 型 説   明 省 略 時 

１ 計算ルート３の時の短期せん断

力に対する検討方法 

Ｉ ‘１’：両方の検討を行う 

‘２’：地震時安全性 

‘３’：損傷制御 

３ 

２ 柱特別条件の検定 Ｉ ‘１’：行う 

‘２’：行わない 

１ 

３ 損傷制御用の短期許容せん断力 

計算時の cβ （ coβ ）の値 

Ｉ ‘１’： wp を考慮して算出する 

‘２’：2/3(2/3α)とする  

１ 

４ OT685フープ、スーパーフープ使

用部材計算時に準じる評定の指

定 

Ｉ ‘１’：旧評定とする 

‘２’：新評定とする 

 

各高強度せん断補強筋の評定番号

については、(４)を参照して下さ

い。 

２ 

 

入力例 HSSB 1 1 2 1 

 

○ ここでの指定は、SABTEC高強度せん断補強筋設計指針による OT685フープ（ＯＤ10～ＯＤ16）、スーパ

ーフープ785（ＫＨ10～ＫＨ16）、スーパーフープ685（ＫＧ10～ＫＧ16）、Jフープ785（ＪＤ10～ＪＤ

16）、パワーリング685（ＴＡ10～ＴＡ16）、キョウエイリング685（ＫＹ10～ＫＹ16）を指定した部材

に対して有効です。その他の高強度せん断補強筋を指定した部材に対しては無効です。 

○ OT685フープ、スーパーフープは以前の評定で計算を行う指定ができます。 
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(１) 計算ルート３の時の短期せん断力に対する検討方法を指定します。 

 ‘１’（両方の検討を行う）を選択した場合は、地震時安全性および損傷制御のための検討を行いま

す。‘２’（地震時安全性）を選択した場合は、地震時安全性の検討は行いますが、損傷制御のため

の検討は行いません。‘３’（損傷制御）を選択した場合は、損傷制御の検討は行いますが、地震時

安全性の検討は行いません。 

スーパーフープについては、許容応力度計算データの[ＨＳＳＨ]の８項目を‘２’（新評定とする）

とした場合に有効です。 

(注) SABTEC 高強度せん断補強筋設計指針による OT685フープ・スーパーフープ(新評定)、スーパーフープ

685、Ｊフープ785、パワーリング685、キョウエイリング685では、計算ルート２－３，３の場合は選

択できるせん断耐力式が変わります。選択できるせん断耐力式と計算ルートの関係を次ページに示し

ます。 

OT685フープ、スーパーフープ685、Ｊフープ785、パワーリング685、キョウエイリング685の場合 

 

入力コード 

許容応力度計算データの 

［ＤＥＳ５］ 

保有水平耐力計算データの 

［ＵＬＡ４］ 

学会式 終局式 

（１） 

(修正塑

性式) 

終局式

（２） 

(荒川 

mean 式) 

終局式

（３） 

(修正塑

性式) 

修正塑性式 荒川 mean 式 
[ＨＳＳＢ] 

地震時 

安全性 

損傷 

制御 

計
算
ル
ー
ト 

２－３ ○ － ○ ○ ○   

３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○：検討を行う選択可能 －：選択不可 

スーパーフープ785の場合 

 

入力コード 

許容応力度計算データの 

［ＤＥＳ５］ 

保有水平耐力計算データの 

［ＵＬＡ４］ 

学会式 終局式 

（１） 

(修正塑

性式) 

終局式

（２） 

(荒川 

mean 式) 

終局式

（３） 

(靱性 

指針式) 

修正 

塑性式 

荒川

mean 式 

靱性 

指針式 [ＨＳＳＢ] 
地震時 

安全性 

損傷 

制御 

計
算
ル
ー
ト 

２－３ ○ － ○ ○ ○    

３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○：検討を行う選択可能 －：選択不可 
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(２) 保有水平耐力計算における柱の特別条件の検定を行うかどうかを指定します。 

 ‘１’（行う）を選択した場合は、柱特別条件の検定を行います。‘２’（行わない）を選択した場合は、

柱特別条件の検定を行いません。 

柱特別条件の検定内容の詳細は、『BUILD.一貫Ⅴユーザーズマニュアル vol.1』の「4.4.2 (3) 2) e)

柱特別条件の検定」を参照して下さい。 

(３) 損傷制御用の短期許容せん断力を算出する際の cβ （ coβ ）の値について指定します。 

 ‘１’（ wp を考慮して計算する）を選択した場合は、SABTEC 高強度せん断補強筋設計指針に示されて

いる wp を考慮した式により cβ （ coβ ）を計算します。 

‘２’（2/3(2/3α)とする）を選択した場合は、 wp に関係なく cβ ＝2/3（ coβ ＝2/3α）とします。 

計算式の詳細は、『BUILD.一貫Ⅴユーザーズマニュアル vol.1』の「5.15.8 (2) 2) a)損傷制御用の短

期許容せん断耐力」を参照して下さい。 

(４) OT685フープ、スーパーフープ785、スーパーフープ685を使用した部材について、計算時に準じる評

定番号を指定します。指定により、以下の評定番号に準じて計算を行います。なお、計算式の詳細は、

『BUILD.一貫Ⅴユーザーズマニュアル vol.1』の「5.15.8 SABTEC 高強度せん断補強筋設計指針に

よる OT685フープ、スーパーフープ785、スーパーフープ685、J フープ785、パワーリング

685、キョウエイリング685」を参照して下さい。 

 

 旧評定 新評定 

OT685 フープ GBRC 性能証明第 12-31 号 SABTEC 評価 17-08R1 

スーパーフープ 785 GBRC 性能証明第 10-10 号 SABTEC 評価 15-02R2 

スーパーフープ 685 SABTEC 評価 15-02 SABTEC 評価 15-02R2 
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［ＵＬＡ４］部材特性の計算条件 

ＵＬＡ４  1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21  Ｕ 

 

番号 項   目 型 説   明 省 略 時 

１     

２     

３     

４     

５     

６     

７     

８     

９ 高強度せん断補強筋の

耐力式 

Ｉ スーパーフープ 785 の場合 

 ‘０’：省略値(修正塑性式) 

 ‘１’：修正塑性式 

 ‘２’：荒川 mean 式 

 ‘３’：靭性指針式 

OT685 フープ、スーパーフープ 685、 

Ｊフープ 785、パワーリング 685、キョウエ

イリング 685 の場合 

 ‘０’：省略値(修正塑性式) 

 ‘１’：修正塑性式 

 ‘２’：荒川 mean 式 

０ 

 

入力例 ULA4 * * * * 2 1 * * * * * * * * * 4-XY-2-2 2 

 

 (９) 高強度せん断補強筋の耐力式を選択します。 

スーパーフープ785の場合、‘０’（省略値）は修正塑性式、‘１’は修正塑性式、‘２’は荒川 mean

式、‘３’は靭性指針式となります。 

OT685フープ、スーパーフープ685、Ｊフープ785、パワーリング685、キョウエイリング685の場合、

‘０’（省略値）は修正塑性式、‘１’は修正塑性式、‘２’は荒川 mean式、となります。 

 

 


